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高等学校地理総合でのGISは
活用に焦点をあてたい

中学校地理では、重ね合わせ
ることによって、問いを作る、そ
してなぜと背景を考える

高等学校でも学ぶ気候にお
ける取り扱い、中学で求めら

れることを考える

中学でのGISが取り組めること、高等学
校を見据えた中学における気候学習の
提案が今回の授業実践の目的の一つ

はじめに：問題の所在

中学校から始められる
ことは？

重ね合わせで終わっている
現状、問いを見出した際に、
データを地図に落としこむ
という学びの必要性

高等学校地理総合や地理探
究での気候の取り扱いについ
て考える必要性がある



地理教育の目的

地理学習の目標は、自然、人口、資源、産業、文化などから地域の特性を明らかにすることであり系統学

習と地誌学習の２つのアプローチがある（井田、2024a）。

系統地理学と地誌学の両方において、「地域」という概念が主な焦点であり、

井田（2024ｂ）では、地域をケーススタディとして捉え、地域課題を特定し解決すること、むしろケーススタ

ディを通じて一般性・普遍性を追求し、概念的知識を獲得することが目的であると主張している。

・概念が事象の本質をとらえるのに不可欠である。概念的理解は永続性を持ち、転移性を有している（山

田，2024）。

→概念的知識の獲得に至るには、まず1つの軸から見出す力の必要性。各地域を世界地誌でみていく中

で学習内容同士の繋がりを見出すことができる。中学校でこそ基礎的な地誌、個別の知識ではなく概

念的知識（応用性のある）部分に繋がる。 3



気候を学ぶ意義とその課題

• 気候学習で身に付けた資質・能力を地球的諸課題や自然災害の社会的影響の学習へ応

用させるような学習内容を設けるといった発展性は見られない（西村・河本，2025）

• 気候なしに場所や地域を説明することが出来ないとし、また気候や降水量など資料の

解釈や分析能力といった地理的な技能の向上ももたらす（西村・河本，2025）

• 松本（2024）でも、中学校社会科地理的分野において、気候区分は、自然環境のみな

ならず、建築や農業生産といった人間活動の地域性を理解する上で不可欠かつ重要で

あると指摘する。

• →気候は地域を理解すること、地域同士をつないで考えることができる視点の一つに

なる。
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GIS を使用する理由

GISは、地理情報を収集、分析、検討する学習プロセスにおいて重要である（佐藤、

2014 ）

さまざまな地理情報を一枚の地図上に集約し、パターンを抽出することは、地域課題を

総合的に扱うための最も基本的な手法である（秋本、 2003 ）。

中学校では、生徒はGISを活用して、問題に直面した際に必要な地理情報を見つけ出し、

それを地図上に整理して考察できるようになる。これは、将来の課題を特定する際に効果

的であり、GISは概念的な知識を発見するためのツールです。

井田（2004）は、GISは「学び方を学ぶ」学習での効果が期待できる。

→これより、どのように見れば地域がわかるのか。その一つの視点を獲

得することができる。
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地図太郎×スクールタクト

• 地図太郎ライトというソフトは、地図

を重ね（見比べ）、関連性を読み取り、

問題を把握する。というプロセスを達

成するには十分なツールです。自分た

ちで地図を作り、問題を提示したり、

生徒の断片的な情報を集めて話し合っ

たり、合意を形成していく活動に最適

であるツールの一つである。
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生徒の学習状況をリアルタイムに確認することがで
き、生徒個々人のアクティブ度や学習記録を可視化
することで、学習ログ分析をして生徒の学習理解度
の把握が可能

https://manabipocket.ed-cl.com/feature/schooltakt/

https://manabipocket.ed-cl.com/feature/schooltakt/

まなびポケットHP

より引用

https://manabipocket.ed-cl.com/feature/schooltakt/


本実践の目的

・GISを重ね合わせ機能を通して、気候と他の事象を結
び付け、地域の特色を見出すことができるのかを明らか
にする。
・その際に、生徒が作成した課題やプリントへの記述と
生徒への授業コメントをもとに分析することとする。
・分析する指標としては、以下の2点。

①気候を軸に重ね合わせ（複数の視点）から
地域の特色を見出すことができていたか

②GISの特性を活かすことができているか
7



本実践に至るまでの学び（本実践は黄色の部分）
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I（2時間） 世界の人々の生活と気候とのつながり

. 世界中の食卓から気候と食の関
係性を理解する
・気温と降水量と位置・分布の関
係性を理解する。

Ⅱ（2時間） 世界の人々の生活と環境を調査しよう

・各気候帯の特徴やその気候の影
響下にある地域の人々の生活や抱
えている社会的課題について理解
をするとともに、他者に伝える。

Ⅲ（2時間） 宗教における決まりはどのように決まったのか

・宗教における決まりと自然環境
との関係性について理解する。

Ⅳ（2時間） 気候から地域を見てみよう

・これまで見てきた気候と衣食住
の関係を超えて、気候が他のさま
ざまな現象とどのように関係して
いるかについて仮説を立てて分析
し、気候の重要性を理解する。
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① 地図太郎を起動

させて、左側個別テ

ーマ10～15(熱帯か

ら寒帯まで一つ選

択し表示させましょ

う。

② ①の状態で、画面

右の世界のレイヤーや

画面左の学習コンテン

ツ、個別テーマ」を選

択して、様々なレイヤー

を重ねあわせて、気候

との関連性を見出して

みましょう。複数の気候

をやっても問題ありま

せん。

③ ②の活動から、

気付いたことや仮説

について、ネットを使

って更に調べてみま

しょう。

④ ①~③の結果を

スクールタクトにまと

めてみよう。（スクー

ルタクトにはスクリー

ンショットの画像を

載せること）

本実践の大まかな流れ
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気候 使用したレイヤー 気候 使用したレイヤー 気候 使用したレイヤー

寒帯 1人あたりのカロリー摂取量 熱帯 資源（木材、原油、鉄鉱石）と紛争地域 温帯 主なハブ空港

温帯 人口密度 熱帯 豚、牛の飼育分布 乾燥帯 平均雨量

乾燥帯 雨温図・携帯電話普及率 冷帯 小麦、とうもろこし、大豆の生産分布 温帯 平均寿命

寒帯 主要河川 全て 主な国の外国人訪問者数 熱帯 紛争地域、インターネット普及率、平均寿命

乾燥帯 平均雨量 全て 宗教分布と人口分布 乾燥帯 二酸化炭素排出量

寒帯 世界遺産、平均寿命、栄養不足人口、砂漠化熱帯 ケッペンの気候区分、気温の日較差 熱帯 土壌と農業

寒帯 海面上昇モデル 熱帯 森林減少 寒帯 農業区分、平均雨量、人口密集地

熱帯・乾燥
帯

平均寿命、栄養不足人口、人口増加率 寒帯 色別標高図 冷帯 一日の摂取カロリー

冷帯 世界の紛争地域、食料自給率 冷帯 人口密集地 熱帯 宗教

温帯 世界遺産 熱帯・温帯 農業分布 乾燥帯 PM2.5

熱帯・乾燥
帯

紛争地域
熱帯・温
帯・乾燥帯

火山分布 温帯 世界の年平均気温、高齢化率、平均寿命

熱帯 識字率、平均寿命 乾燥帯 世界の海流（暖流、寒流） 熱帯 平均雨量

熱帯 人口増加率、栄養不足率 乾燥帯 高齢者率 冷帯 雨温図

温帯 世界遺産 冷帯 米の生産分布

温帯 1人あたりのGDP 全て 位置分布

熱帯 人口ピラミッド、平均寿命、摂取カロリー 熱帯 紛争地域、小麦の輸出量

生徒が選択した気候とレイヤー
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生徒A 複数のデータを組み合わせている（人口ピラ
ミッドと平均寿命）ことでより立体的に分析
することが可能となっている（②の視点）
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生徒B 乾燥帯の中でもアフリカに焦点を当てて、平
均寿命と結びついて、その要因について複数
の視点から考察している（①）
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生徒C
温帯地域を先進国とカテゴリー化して、知識
をストーリーとして組み立てている。結果、
気候から複数の視点を見出せている。（①）
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生徒D
データを重ねたことにより、分析することが
でき、プレートのメカニズムを調べるきっか
けとなっている。（②）
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生徒E 熱帯気候と識字率を重ねわせて、そこから問
い、疑問を見出し、複数の視点から考察を大
行っているため。（①）
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生徒F 世界遺産と温帯気候を重ね合わせて、複数の
視点から考察している。（①）
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• 見えてきたこと:乾燥帯でやって調べてみたら気候的に強い日差しで降

水量が少ないから、植物が育つような環境が少なく、植物は育てにく

いので、畜産業が盛んであることが見えてきた。また課題として降水

量が少ないから、食料生産の不安定化、水不足、砂漠化、生態系の劣

化、そして貧困や社会不安の増大がある。

• 見えてこなかったこと:乾燥帯は世界の中でも大体二つの地域に分かれ

ていて、同じようなところに固まっているわけではないので、発展し

ている状況など、二つの地域でもそれぞれ違っているから、乾燥帯で

まとめて一つ課題を挙げることなどは難しかった。

生徒のコメント（Googleフォームより抜粋）
気候を軸にして、降水量の少なさ
を複数の視点から考察している。



この活動を通して実感したのは、社会科という教科は地理の範

囲を超えて多くのことと関わっているということです。語彙力

が少し乏しいので分かりにくいかもしれませんが、具体例を挙

げると、今回は天気図など理科の要素もあったと思いますが、

天気図を説明するには国語力や分析力、四則演算などの計算力

も重要で、世界地理は国名や地名を暗記するだけでなく分析力

も必要で、たくさん勉強しなければいけないと実感しました。
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地理を通して、生徒たちは自分に必要なス
キルを発見することができる、GISの有効性



本実践の成果

気候を中心にGIS利用を通して、地域の特色を見出すことができた。

その中でも、地域の特色を複数の視点から見出すことができた。以
下の生徒からもいえる。

①気候を軸に重ね合わせ（複数の視点）から地域の特色を見出すこ
とができていたか→生徒B・生徒C・生徒E・生徒Fの考察より

②GISの特性を活かすことができているか→特に生徒A・生徒Dの使
用方法より
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中高接続（地理的分野から地理総合）に必要なこと
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気候から生活文化に留ま
らず、様々な視点への関連
せを意識・継続した実践

中学世界地誌についても、
資源や人口移動という視
点から考えていくことが可

能になる

地理総合のテーマ（主題）学
習の際に、必要なスキル（一
つのテーマについて様々な角
度から考察する）の育成

中学における重ね合
わせの継続性に繋が
る（紙上も含む）

必要なデータを見出し、課題解
決に持ちこむスキルの向上

自ら重ねて何かを見出す経
験をどのくらい担保できる

のかという課題

高等学校を見据えた中学にお
ける気候学習提案（本報告）
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ご清聴ありがとうございました

22Mail m.serata@mita-is.ed.jp
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